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創立35周年 記念講演会

GG佐藤さんの記念講演会は、新世代会議の復活という想いを込めて企画した記念事業の一つです。
当初はエドモントホテルで100名規模を予定していましたが、 「少年野球チームや若い世代にもぜひ聴い
てほしい」という声を受け、会場を文京シビックホールへと移しました。これによりキャパシティは一気
に三倍に広がりました。
当初は空席が出てはとの不安もありましたが、皆さまが社員の方やご友人、学校関係の方々へ熱心にお声
がけくださったおかげで、申込みは日に日に増え、数日前には募集を締め切るほどの盛況となりました。
多くの若い世代にお話を届けられたこと、そして会員の皆さまのご協力に、心より感謝申し上げます。
創立35 周年記念事業実行委員会　実行委員長　山路敏之





祝賀会

創立35周年という大きな節目を、こうして盛大にお祝いできましたことを、実行委員長として心より嬉しく思います。

記念実行委員会では、友好クラブ検討の種まき、クラブソングの創作、記念講演会による新世代会議の復活、

そしてお福分け会という四つのアクションプランを掲げ、会員の皆さまとともに一つひとつ実践してまいりました。

それぞれの事業を進めるなかで、多くの会員が打合せに長い時間を割いてくださり、的確なご意見をお寄せくださいました。

それを力強く支えてくださった会長・幹事のお力添えにも、深く感謝しております。

なるべくお金をかけないと言う考えを取り入れながらも、笑顔と活力が溢れるお祝いの会となりました。

改めて振り返りますと、この35周年の成功は、ひとえに会員の皆さまお一人おひとりのご協力の賜物です。 本当にありがとうございました。
創立35 周年記念事業実行委員会　実行委員長　山路敏之





クラブソング制作





35周年という記念すべき会に、クラブソングという形で携われたことを心から嬉しく思っています。
私は合唱の経験を活かし、ソングリーダーとして「いかに皆さんが歌いやすく、覚えやすい曲にするか」を一番に考えました。
澤部さんと共に200曲近い候補のメロディーを練り上げ、歌いやすい曲調やテンポを選びました。さらに、女性会員から声の低い男性会員まで、皆が無理
なく歌えるよう音域を確認しながらキーを調整しています。熊井副委員長の厳しくも温かいディレクションのもと、一音一音を楽しみながら整えていく
時間は、本当にかけがえのないものでした。そして石崎さんの多大なご協力をいただき、合唱譜・ピアノ譜・練習用音源を揃え、今後新たに入会される方が
何人増えても歌い継いでいける環境を整えました。この歌が長く愛されることを願っています。
創立35 周年記念事業実行委員会　ソングリーダー　上田 晋

今回、例会担当として35周年に携わりました。 当初は落ち着いた形でという話もありましたが、いざ始まってみると、これまでで一番賑やかなお祝いの
会になったのではないかと思います。皆さまの想いが集まった、温かい一日となりました。
クラブソングの制作では、何より「皆が歌いやすい曲にすること」を大切にしました。音域については、国歌『君が代』と同じ「ドから上のレまで」に収める
ようディレクションしています。会員の誰もが無理なく、心地よく口ずさめる音程にこだわりました。
制作チームの上田さん、澤部さんをはじめ、皆で一音一音、リズムの一つひとつまで意見を出し合いながら、丁寧に整えていきました。
思い入れの詰まった、自慢の一曲です。新しく入会される方も含め、この歌が長く愛され、歌い継がれていくことを心から願っています。
創立35 周年記念事業実行委員会　実行副委員長　熊井寛

クラブソングの制作には、ほぼすべての回に関わらせていただきました。歌詞づくりで一番大切にしたのは、会員の皆さんが寄せてくださった言葉を、一
人ひとり大切に活かすことです。　「自分の言葉も歌に込められている」と感じていただけるよう、いただいたワードを丁寧に表に整理し、 AIの力も借り
ながら、何度も向き合いました。さらに、歌として美しく流れるよう、言葉の並びや構成にもこだわりました。初めての挑戦で試行錯誤の連続でしたが、一
つの作品にまとめ上げる過程は、何ものにも代えがたい経験でした。曲づくりでは、合唱経験豊かな上田さんが曲調のアイデアを次々と出してくださり、
熊井さんも誰よりも真剣に向き合ってくださいました。「合唱風」「コーラス風」「歌謡曲風」と、皆でアイデアを出し合いながら、その都度2曲ずつ作っては
選んでいきました。メロディーは、なんと200曲近くの候補の中から選び抜いた、まさに渾身の一曲です。 皆さまの想いが詰まったこの歌を、末永く歌い
継いでいただけたら嬉しく思います。
創立35 周年記念事業実行委員会　クラブソング制作指示　澤部 利藏

このクラブソングは、まさに会員全員の心が一つになった歌だと思います。 「よくぞここまでの形にできたな」と、今でも感慨深く感じています。
何より、35周年記念例会という大切な節目にしっかりと間に合わせてくださったことが、本当に素晴らしいことでした。
完成までには、澤部さん、上田さん、熊井さんをはじめ、皆さんが大変なご苦労を重ねてくださいました。
 AIの力を活用しながら制作を進め、時にはカラオケに足を運んでは実際に歌ってみて、音の高さや声の出方を一つひとつ確かめ合う。
そうした地道な積み重ねの末に、この一曲が生まれました。 会員一人ひとりの想いと、制作に携わった皆さんの情熱が結晶した歌です。
この歌とともに、これからもクラブの絆がいっそう深まっていくことを心から願っています。
創立35 周年記念事業実行委員会　実行副委員長　米倉伸三



お福分け会



約３年前、「奉仕に特化した東京イマジンジョイナスRC」の存在を知り、例会や中央区お福分け会というフ－ドパントリ－に参加させて頂き、

是非これを創立35周年記念事業で行いたいと考えました。

お福分け会は、文京区内の困っているご家庭に食材を直接提供させて頂くという実にシンプルな内容ですが、奉仕活動の原点とも言えるので、

クラブ内の親睦が強まり、奉仕活動への意欲が高まる良い機会になると考えました。

早々にお二人の会員からお米や食材を保管する場を提供して頂く申し出があり、食材の提供や金銭でご協力頂く会員が日増しに増え、

事前の準備や当日も多くの会員に参加して頂き、成功裡に終えられたことに深く感謝申し上げます。

お福分け会は継続することに意義があると思っていますので、今後の当クラブの奉仕活動の一つとして会員皆さんで考えて頂ければ幸いです。
創立35 周年記念事業実行委員会　実行委員長　山路敏之



会長コメント

1991年3月 東京北ロータリークラブ創立40周年事業として本郷の地に誕生した当クラブは、多くの皆様に支えられ、創立35周年の佳節を迎えることができました。
 
当時88名で発足したチャーターメンバーのうち、 現在も10名が在籍する歴史を礎に、 東京本郷 Universal Harmonyロータリー衛星クラブ・東京本郷ローターアクトクラブを
育むスポンサークラブへと成長いたしました。
 
クラブ初の女性会長として、この大きな節目に立ち会えますことを光栄に存じます。
 
このたびの当事業が地域のどなたかのお役に立てている喜びは、何ものにも代えがたいものでございます。この機会を立案し実現をしてくださった創立35周年記念事業実行
委員会山路実行委員長並び実行委員の皆様、それを支え続けてくださった会員の皆様方はじめ関係各位へ心からの敬意を表します。
 
私たちは、35年の歴史が紡いだ強固な絆を礎に、百花繚乱のごとく、会員一人ひとりの多様な個性が美しい花を咲かせ、互いを認め尊重し合いながら、新しい未来へと力強く
歩みを進めていく決意でございます。
 
結びとなりますが、 当事業へご賛同並びにご協賛を賜りました皆様方へこの場をお借りし、深く御礼を申し上げます。
皆様が寄せてくださる温かいお心に改めて深く感謝申し上げますとともに、変わらぬご厚誼を賜りますよう、謹んでお願い申し上げます。
 
 2025ｰ2026年度会長　飯塚貞子

創立35周年に寄せて

百花繚乱「35周年から共に未来へ」
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